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「

昌

経

癬

論

叢

・

第
八
巻

第
六
號

砧
欝

四
文

囲

大

正

八
年
⊥
八
月

鞍

行

訓
言禰

葺冗

費

本

税

の
課

徴

方

法

専

論

結
.

言

('「
本
編
の
目
的

二
説
蓮

の
順
序
)

髄

　む

七

一
酬

・

戸

正

雄

第

一
投

資

木
椀

の
賦
課
方
法

其
}

課
税
物
件
の
捕
捉

(↓
課
税
物
件
捕
捉
の
方
法
二
捕
捉
上
の
困
難
及
疑
問
A
捕
捉
の
困
難
ピ
虚
偏
申
告
の
行
に
れ
易
者
物
ろ

.

財
産
状
態
の
攣
動
常
な
き
こ
ε
、
B
捕
捉
上
の
疑
問
)

.
、其

二

課
税
物
件
の
評
便

(↓
課
暁
物
件
評
偵
の
方
法
コ
評
価
上
の
困
難
衣
煩
累
鋤
脅
慣
の
困
難
粉
評
偵
上
の
煩
累
V

第

二
投

資
本

税

の
徴

敗
方
法

〔↑
徴
収
方
法
其
あ

伍
莫
大
綱
田
某
細
田

ヒ
其
結
果
値
國
家
の
側
に
於
で
田
人
民
の
側
に

於
て

い
有
利
な
る
結
果
ろ
不
利
な
ゐ
結
果
1
償
絡
下
落
2
螢
業
困
難
)

・

結

論
剛
.(全
文

の
要
留
)

渦

資
本
税

の
課
徴
方
法
.

第
八
巻

(第
六
號

一
∀

七

一
九

」巨



レ

論

説

資
本
硯
の
課
徴
方
法

緒

口

第

八
巻

(第
六
號

二
　

七
二
Q

ラ一
前
回
#

に
前

々
回

の
論
文

に
於

て
、
資
本

税

に
關

す
る
根

本

の
問
題

を
説

附
し
、
其

の
必
ず

し
も

不
當
な
ら

ざ

(る
所
以

を
明
に
し
投
。

詳

し
く

い

へ
ば
公
卒
負

槽

の
要
求

か
ら

い

へ
ば
、
其

が
正
當

な

も
の
で
あ
り
、
其

利
弊

か

ら

い

へ
ば

、
利
弊

半
ば

し
て
取
.捨

に
苦

し
ま
し

む

る
が
、
兎
も
角

其
利
益

に
重
大
な

る
も

の

、
存

す
る

こ
ご
を
認

め
な

い
鐸

に
は
往

か
な
い
。
共
腱

で
資
本

税

に
關

し
て
残

る
所

の
問
題
は

、
其
貴

行

に
適
當
、の
方

法
あ
り
ゃ

こ
い

ふ
こ
ご
で
、此

に
就

き
断
乎

穴
る
肯

定
的
答
辯

の
與

え
ら
れ
ざ

る
以

上
、
之

が
實
施

に
躊
躇

し
な
け
れ
ば

塚
ら

ぬ
。

併

し
何

分

に
も
此
税

に
は
未
・だ
先
例
あ

な

い
こ

ご
で
あ

る
か

ら
、
.光

勲

の
議
論

は
甚

だ
⊥
ハ
つ
か
し

い
。

ご

い
っ
て

之

を
不
問

に
附

す

る
澤

に
も

往
か
ぬ

か
ち
、

一
通

り
諸
家

の
議
論

を
参
照

し

て
、
其

を
考
査

し
な
上
う

一
慮

の
意

見

を
立

て
や
う

建
思
ふ
。

敢

て
此

に
之

を
説

く
所

以

で
あ

る
。

ラニ
説
述

の
順
序

と
し
て
は
、
充

つ
共

賦
課
方

法
を
説

き

、
そ
れ
よ
り
其
徴

牧
方

法
に
及
ぶ
。

そ
し
て
賦
課
方

法
で

くは
課
税
物

件

の
捕
捉

ご
其

許
償

と
に
分

っ
て
之

ウ
説

↑

こ
ご

ン
す

る
。

第
二

段

費
本
税
の
賦
課
方
法

其

一

課
税
物
件
の
捕
捉

ラ一
課
税
物
件
捕
捉

の
方
法
一

資
本
視

の
實
付
上
、
先
づ
問
題
ε
な
る
の
は
其
課
税
物
件
の
捕
捉
で
あ
る
。
が
之

くに
就
き
て
は
先
づ
以
て
各
人
を
し
て
、
税
法
獲
布
及
施
行
當
時
の
財
産
状
態
を
申
告
せ
し
め
る
。
即

ち
此
自
己
申



、

告

に
待

つ
の
外

な
き
鐸

で
あ

る
が

(駐

;

、
其

の
虚

傭

に
亘

る
の
を
制
す

る
爲

め
に
は
更

ら
に
英
国

の
如

き

な
れ

ば
所
得

枕
相
続

椀
に
關

す

る
材

料

を
用

ゐ
、
街

ほ
其

上

に
も
政
府

に
て
相
當

の
調
査

を
行

ふ

べ
き

で
あ

る
。
.

、

{註
胴
)

コ
ン
ラ
ー
ド
は
財
産
税
に
に
自
己
申
告
奄
鋏
ぺ
こ
ご
心
得
ね
乏
い
ひ
、
パ
リ
ユ
ー
に
一
般
財
産
及
所
得
税
の
質
地
か
合
圃
す
る
も
の
は
、

の

納
税
者
の
或
度
の
正
義
、
忍
耐
及
内
議
の
必
要
で
あ
ろ
乏
い
ふ
。

二
捕

捉
上

の
困
難
及

疑
問

A
捕

捉

の
困
難

く
うい

魔
備
申
告

の
行
ば
れ
易
き
物
r

新
風
し
て
大
膿
は
捕
捉
し
得
な
い
こ
ご
も
あ
る
ま

い
が
、
就
中
、
無
記

(
の

名

調
歩

の
如

く
所
有
者

を
曖

昧

な
ら
し
め
得

る
も

の
、
家

具
什
器

の
如
く
家
庭

の
内

部

に
立

入
ら
ざ
れ
ば

明
か

に

し
得

ざ

る
も

の

〔註
二
)
特

に
寳

玉
類

の
如

く
隠

匿

の
全

く
容
易
な

る
も

の
に
は
虚
備
申
告

の
行
ば

る
る
を
免

れ

な

い
。
併

し
此
事

は
濁

り
資
本

視
に
限

つ
な

こ
ご
で
な
一

、
所
得
挽
相
続
視

奢
侈
視
等

、
資
本

挽

に
代

は

る
べ
き
も

.

の
に
も
均

し
く
免

れ
な

い
こ

ご
故

、
.此

が
爲

め
に
資
本
税

を
探

ら

諏
ど
は

い

へ
な

い
。

之

に

つ
き
相
當

の
取
締

を

行

つ
な
以
上
、
若
干

の
脱

税
が

行

は
れ

て
も
、
其

は
已

む
を
得

な

い
ε
い
ふ
よ
り
外

は

な
い
。
更

ら
に

.

(註
=
)

プ
ア
イ
ソ
ァ
ー
ば
財
産
税
に
就
昔
、
智
利
的
な
ら
ざ
ろ
財
産
の
詮
盛
一1
、
私
事
情
に
劃
し
面
倒
な
ろ
.干
渉
な
行
に
な
い
で
は
全
(
不
可
能

で
あ
ろ
こ
い
ふ
。

うろ
財
産
状
態

の
璽
動
労

な
き
こ
ピ
ー

の
爲
め
に
も
此
税

の
裸
視
物
件

の
捕
捉
難
を
生

で
る

(註
三
)
、
成
程

北
枕
に
て
は
税
法
　蟹
布
随
て
施
行
當
聴

の
状
態

に
依

っ
て
謀
…す
る
と
い
ふ
が
、
そ
し
て
所
得
税
相
緬
　税
等

の
耕
…料

に
依

っ
て
虚
備
申
告
を
牽
制
す
る
ご
い
ふ
け
れ
ぜ
も
」
後
者

の
材
料
に
現
は
れ
え
る
財
産
状
態
ご
、
前
者

の
矯
め

の
歌
態
ε
は
時
間
的
に
多
少
異
る
か
ら
、
必
ず
し
も
満
足
す

べ
き
牽
制
に
は
な
ら
ぬ
。
其
に
て
當
事
者
に
多
少
虚

諦

観

資
本
税
の
課
徴
方
法

第

八
趣

{第
六
號

ご
=

七
二

一

1)
2)
3)
4}
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方
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第
八
巻

(第
六
號

四

》

七
二
二

備
を
い
喬

隙
を
與

ふ
る
こ
.薩

な
り
、
養

人
に
て
は
別
に
鷹

に
曇

ゑ

慧

が
楚

ε
も
、
或
瞬
間
に
於

㎎

け

る
財
産
状
態

を
厳
正
に
定
む
る
こ
ど
が
、愛
動
常
な
き
歌
題

に
就
て
は
事
實
困
難

こ
い
ふ
こ
と
も
が
あ
り
得

る
。

鰍蛇

併

し
租

税
事
項

に
は
凡

べ
て
精
密

な
る
こ
8
の
望

め
蹟

と
い
ふ
こ

ご
、
#

に
租
税

に
億
若

干

の
流
説

の
避

く

べ
か

,脱

ら

ざ
る
こ
ε
を
是
認
す

る
な
ら
ば

、
其

れ
位

の
鉄

難
は

宥
恕

す
る

の
外

な

い
と

い
ふ
ご

ど
に
な

る
。

面
.

(註
菖

プ
ア
イ
フ
ア
占

醤

商

人
的
財
産
は
見
積
ろ
こ
塁

困
難
で
あ
る
・
何

叢

れ
ば
此
が
時

動

々
療

禦

ろ
か
を

い
ひ
・

・
ル
ハ

融舳

ル
ト
も
亦
た
、
財
産
税
の
鉄
砧

ξ
し
て

、
財
産
が
永
続
的
の
大

さ
で
な
く
て
、
春

分
間
に
鱒
動
し

、
其
が
蕾
に
其
額

に
於
て
の
み
な
ら
マ
其
所
有

畑

.

に
於

て
も
攣

動

す

ろ

三

」
な
拳

ぐ

る
所

で
あ

ろ
。

擢

提
上
の
疑
問
-

森

鼠

課
上
・
或
人
思

す
る
財
讐

し
て
擁

す
乏

警

・
多
雀

・
妄

・

厭

・
留

藩

笈

堤

・
讐

も
の
で
裳

、「
之
に
就
・
て
は
餐

上
、
蒙

の
標
準
を
與
ふ
る
・
ご
が

副

必
事
し
も
難

く
な

い
。

ロ
ー

レ
ン

ス
は
之

に

つ
き

下

の
如

く

に
解
決
方

法

を
提
案

し
て
居

る
、
帥

ち
信
託

が
此

視

軸M

注

の
腰
右
前
に
設
定
せ
ら
れ
、
且
つ
結
果
を
生
じ
涙
場
合
に
は
、
其
者
特
段
な
る
利
益

の
還
元
僧
値
は
、此
信
託

に

皿

依
り
利
益
を
受
く
る
箇
人
文
は
法
人

の

一
般
財
産
中
に
込
め
、
之
に
從
ふ
て
其
箇
人
文
は
法
人
を
課
税
す
る
こ
と

雛

ヨ

欝
馨

纏
縫
羅
諺
黙擁
雛

競
輪
罎
騨鞭鑛

繰
鞭
.∴

者

が
此
法
律
鞍
布
よ
り
少
し
前
に
遺
言
し
て
、
其
獲
布
少
し
後
に
死
亡
し
セ
場
合
に
は
、
當
然
第
二
の
場
合

の
如

㎞

説

く
に
解
決
す
べ
き
で
あ
る
が
・
其
で
は
困
難

る
場
合
を
掌

る
か
ら
・
遺

　暑

が
此
法
鞍

覆

一
定
期
内

事

h

辱
.
㊦

(例
之
三
箇
月
内
)
に
死
亡
し
其
遺
言
が
此
法
律
前

の
日
附

を
有

つ
場
合
に
は
、
.凡
べ
て
の
各
箇

の
潰
産
に
於
て
比

多

-

＼

τ.

,

ゐ

8



働
的
減
却
を
行

ム
と
い
ふ
特

別
の
規
定
を
設
く

べ
し
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。

リ

リ

其

=

課
税
物
件
の
評
償

・

ラ

リ

ー
課
税
物
件
評
鍛

の
方
法
卜

此
挽

の
課
税
物
件

の
許
.償
に
就
き
て
は
、
先
づ
納
税
義
務
者
を
し
て
申
告
叉
は
自

て

ラ

乱
訴
償
,を
爲

さ
し
め

る
。
此

に
從

っ
て
彼
を
し

て

一
慮
納

税

せ
し
め
な
上

、政

府

に
於

て
其

許
債
を
審
査
し
修

訂
し

て
、
此

に
從

ひ
義
務
者

を
し

て
追

加
彿
を

爲
さ
し
め
「

叉
は
彼

に
過

大
取

立

の
分
あ

ら
ば
之

を
返
戻

す
る
こ

ご
ご

す

べ
き
で
あ

る
。

そ
し
て
此

政
府

の
審

査
修
訂

に
つ
き

て
は

、
彼

が
別
に
有
す

る
所

の
所
得

税
相
纏
税
等

の
材
料

ラ

ゆ

を

利
用

す

る
こ
ε
が
田
家

る
し
、
且

つ
義
務
者

の
評
償

に
在

っ
て
は
、
特

に
其

の
多
少

困
難

な
る
特
殊

の
も

の
例

之
、
土
地

の
大
部

分
、
建

物
、
家

具
、
寳

玉
、
箇

人
経

管

の
工
場

、
貯
藏

品

、
記
帳

貸
借

の
如
き
も

の
の
評
償

に

は
専
門
家

の
評

定
を
要

す
る
こ
ε

ご
定
め

て
も
良

い
。

二
許
債

上

の
困
難

及
煩
累

'

く

　A
評
償

の
困
難

1
「
斯

く
て
此

許
債

と

い
ふ
こ
ご
は

、
今
旦
.の
如

く
資
産

の
有
償
證
券
化

の
廣

く
行

は
る
る
聴

く
世

に
は
、
大
髄

さ
う
六

つ
か
し
く

は
な
い
。
即

ち
株

、債

券

(其
筈

の
も

の
に
市

債

の
存

す
る
だ
け

で
は
)
、

現
金
、

貸
金

、
保
険

證
券
等

に

つ
き
て
は
大
骸
容
易

で
あ

る
が
」、
其
他

の
も

の
に
は
多

少

の
困
難

が
伴

ふ
。
其

は
恣
意

不

確

ご
い
ふ
ご

ご
が
俘

ふ
8

い
ふ

の
で
あ
る

(註
四
〉
。
勿

論
英

国
な
ど

で
は
前
者

が
戦
後

に
は
全

財
産

の
七

割
も
占

む
を

い
ふ
か
%

議

譲

が
困
難
で
窪

い
が
・
.管

鮑
の
も
の
に
於
青

困
る
・
葦

土
地
・
家
屋
・
笹

葉
所
等

の
如

き
不
動
産

に
は
、
断
得
税
相

綾
税
等

分
材

料

が
利
用

せ

ら
る
る
と
し
て
も
、
少
く

こ
も
雑
多

蘇

る
動

産

記
帳
貸

借

の
如

き
に
は

、
面
倒

な
る
測

定
を
要
す

る

こ

と
巳
な
る
。
之

に

つ
き
信

標
す

べ
き
結

果
を
得

や
う

ご

論

眈

資
本
硯
の
課
徴
力
法
.

第
八
巻

〔第
六
號

五
}

七
二
三

"
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8)
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13}
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論

説

資
本
税

の
課
徴

方
法

.
一

第

八
巻

{第
六
號

六

}

七
二
四

駒

†
れ
ば
、
政
府

の
手

で
至
國

に
亘

っ
て
数

年
を
要

す
る

こ

と
&
な
る
。

の

(註
四
)

ラ
ウ
に
財
産
税

に
於
け

る
物
催
の
評
偵
が
恣
意

ミ
不
礎
質
こ
に
蝕
地
な
輿

ふ
る
・
、
ご
々
難
す
。

B
評
贋
上
の
煩
累
-

右

の
如
く
に
し
て
少
く
巴
も
或
種

の
物

の
評
.債

の
爲
め
に
数
年
を
要
す
る
ご
な
れ
ば
、

く

其

は
此

許
.横

に
件

ふ
煩
累

ご

い
は
な
く
て
は

な
ら
ぬ
が

、
街

ほ
其

れ

に
附
帯

し

て
、
納
税
義
務
者

を
し
て

も
別

に

之

に

つ
き
専
門
家

の
評

定
を
爲

さ
し
む

る
巴
す
れ
ば

、
其

に
は
費

用
を
要

す
る
、
其

を
政
府

の
負
擢

ご
す
る
な
ら

ば
、
其

れ

だ
け

は
又
政

府

の
厄
介

を
加
ふ

る
も

の
ご

い
は
な
し

て
は

な

ら
ぬ
。

,

第
二
投

資
本
税
の
徴
牧
方
法

ラ「
徴

牧
方

法
其

の
む

の

く

ラ

.

A
其
人
綱
一

本
税
は
元
来
、
特
別
の
目
的
を
も

つ
も
の
故
、
其
微
牧
方
注
が
他
視
ご
は
全
く
別
な
る
こ
と
を

得

る
。
他
税

即
ち
普
通

の
税

で
あ
れ
ば
、
現
金

に
て
取

る
こ
ど
に
菰

る
が
、
此

挽

に
在

て
は
.
政
府

が
職
事
債

を

消

却
す

る
矯

め
.、
叉
は
其
負
癖

を
減

少
す

る
爲

め
に
取

る
ご

い
ふ

の
で
あ

る
か
ら
、
必
ず

し
も

現
金

で
取

る
に
及

「ぱ

な

い
。

直
接

に
、
職
事
債

に
て
取

る
こ
ご
も
出

来
れ

ば
、

一
般
国

債

に
て
も

可
で
あ

り
、
其
他

の
財
産

に
て
も

一
定
種

の
も

の
な
れ

ば
亦

可

こ
い
ふ
こ
ご

に
な

る
。
此

等

の
物

に
て
編

む

る
こ
ε

の
出
来
ざ

る
た
け

で
は
、
其

の

恥

有

つ
所

の
財
産

を
捨
保
ご
し
て
年
賦
支
彿
.を
駕
す
ご
ε
も
許

さ
る
る
。
又
は
其
を
費
劃

し
叉
は
其
を
憺
保

こ
し
借

入
れ
を
爲

し
て
現
金
を
調
ね
、
納
税
ず
る
こ
ご
も
出
來

る
。

B
其

細

目
-

今
少
し
く
此
關
係

を
圭

ご
し
て

ロ
ー

レ
ン
ス
に
從
.つ
て
詳
説

す

る
ご
、
政
府

は
義
務

者

に
饗
し

1J)

16)

17〕

18)

19}

20)

Plgou,1.c,y・149・

R3U,Grand;且tze.5Au刊,II.S.Zoo・

Mitchell,1.c,p,274.
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閾
.

必
事
し
も

現
金

納
枕
を
要
求

し
な

い
。
此

に
て
彿

ふ

が
、

一
定
財
産

に
て
納

む
る
か
を
邊
澤

せ
し
め

る
。

政
府

が

現
金
以
外

の
物

に
て
受

取

つ
た
場

合

に
は
、
必
ず

し

も
之

ケ
直
ち

に
市
場

に
費
劃

し

な

い
。
そ
し
て
右

の
澱
澤

は
軍

に

一
定

の
財
産

に
の
み
許

丁
か
ら
、之

を
許

さ
れ
ざ

る
財
産

の
あ

る
こ

ピ
勿
論

で
あ

る
。
真
庭

で
資

本
財
産

を
大

別
.

三
種

ご
す

る
。
.そ
し

て
其

の
第

一
及
第

二
種

の
も

の
に
は
之

を
許

し
、
第
…二
橦

の
も

の
に
は

許
さ
ぬ
こ

ご
に
な

る
。

其
第
…二
種

に
は
之

に
て
納

税
す

る
こ

ご
は
許

さ
ぬ
が

、
併
し
之

を

一
種

の
措

保

と
し

、
國
家

管
理

に
置

い
て
租

税

の
年

賦
文
様

を
許

さ
る
る
こ
ご
に
は

な
る
。
第

一
.種

の
も

の
は
、

国
家
が
或

理
由

で
自

ら
有

つ
こ
ご
を
好

む
も

の

-

で
、
第

二
種

の
は
、
国
家

が
特

に
其

よ
り
生
ヰ

る
所

得

の
爲
め
に
有

つ
こ
と
を
好

む
も

の
、第

三
種

の
は
其
以
外

の

。

も

の
で
あ

る
。
第

一
種

財
産

の
例

は
、
コ
ン
ソ

ル
、
戦
争
債

、
国
庫
債
券
手
形

及
證
券
、
及
其
他

の
国

債
v
信
用

あ

る
外
国
及
殖
民
地

證
券

、
英
国

の
鐵
道

、
礪
山
、
船

舶

、
銀

行
、
保
険
會

泣

、
及

武
器

工
場

に
於
け

る
株
、
債
券

及
其
他

の
利
益

で
、
凡

べ
て
此
等

の
も

の
は

、
納

税
義
務

者

が
之
を

選

ん
だ

な
ら
ば

、
其
時

の
而
償

に
て
叉

は
特
.

に
視
法
に
定
め
な

み
贋
格

に
て
取
ら

る
る
こ
ご
に

な

る
。
而

し
て

コ
ン
ソ
ル
、
職
事

債
、
及
其
他

の
国
債

は
、
政
府

.

に

牧
納

さ

る
る
と
同
時

に
漕
却

せ
ら
れ
、
外
國

及
殖
民
地

證
券
は
當

分
政
府

に
保
持

せ
ら
れ
て
一
便

宜

な
る
時

に

戦
争
債

の
外
國
人

の
手

に
あ

る
も

の
9
換

え
墜

る
る
こ
ご
こ
な

る
。
英
国

の
諸

企
業

に
於

け

る
株
、
債
券

に
て
入

り
凍

る
も

の
は
、
国
家

が
其

永

久

の
財

・産

の

一
部

ご
し
て
保
持
す

る
こ
ご

ε
な

る
。
或

は
事
情

に
よ

り
て
は
之

を

費

卸
し
得

允
る
金

に
て
叉
は
共

議
雰

と
交

換

の
形
式

に
て
公
債
消
却

を
行

ふ
こ
ご
も
出

來

ろ
。
第
二
種

の
財
産

は

第

一
種

に
麗
せ
ざ

る
凡

べ
て

の
信

託
證
券

、
国

家
が
損
失

の
面
倒
叉

は
.心
配
な
く

し
て
持

ち
得

る
其

他

の
株

、
債

券

、
國
家

が
自

ら
又
は
地

方
自

治
艦

の
化

理

に
よ
り
経
済
的

に
庭

理
し
得

る
が
如

き
土

地
に
於
け

る
利
益

、
国

家

論

説

資
本
税
の
課
徴
方
法

第
八
巻

〔第
六
號

七
)

七
二
五
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■

論

説

資
本
挽
の
課
徴
方
法

第
八
巻

(第
六
號

入
〉
.
七
二
六

が
有

っ
こ
ε
を
正
常
ε
考
ふ
る
が
如
き
蒔

忙
人
な
る
會
耐
火
は
他

の
事
業
に
於
け
る
利
益
で
、
此
等
は
必
ず
レ
も

.

国
家

の
永
久
的
財
産
ε
は
見
倣

さ
れ
な
い
。
国
家
が
所
持
し
て
居

る
に
し
て
も
、
其
は
戦
争
債

の
利
子
に
封
ず
る

所
得
を
供
す
る
も
の
ご
見
倣
さ
れ
、終
局
に
は
其

一
部
丈
廿
が
永
久
的
財
産
ε
せ
ら
る
る
こ
ご
が
あ
り
得

べ
く
、他

の
転
の
は
寧

ろ
国
債
消
却
の
資
金
を
作
為
嬬
め
に
膿
…が
て
質
鄭
せ
ら
れ
、
或
は
直
接

に
國
償
ご
交
換
せ
ら
れ

〔註
五
)

或

は
叉
他

の
永
続
的
財
産
を
買
牧
宇
る
が
爲
め
に
費
却
せ
ら
る
る
こ
ど
ぜ
な
る
。
而
か
も
兎
も
角
此
資
本
枕
.の
支

彿
8
レ
て
は
承
認
せ
ら
れ
、
或
多
少
永
き
時

の
間
、
国
家

の
手
に
牧
め
ら
れ
て
市
場
に
は
費
出
さ
れ
ざ
る
こ
芒
と

な
る
。
そ
し
て
富
者
の
多
く
は
其
富

の
人
な
る
部
分
を
、
右

の
第

=
橿
叉
は
第
二
種
の
財
産

に
て
持

つ
で
あ
ら
う

か
ら
、
彼

等
於
直
接
に
其

一
部
を
政
府
に
渡
す
こ
ε
に
法

っ
て
此
挽
を
納
め
る
こ
と
が
閏
殖
る
で
あ
ら
ヶ
。
そ
し

て
X
何
れ
此
視
は
大
な
る
累

進
率
ご
な
る
か
ら
、
右

の
富
者

の
支
拙
が
此
税

の
負
櫓

の
大
部
分
を
占

む
る
で
あ
ら

う
。
だ
だ

一
部

の
人

々
は
其
富
を
第
三
種
財
産

π
る
右
第

一
及
第
二
種
以
外

の
幾
多

な
る
財
産

に
て
育

つ
こ
ご
に

な
る
。
此
は
國
家
が
直
接
取

る
こ
ε
を
、不
便
ご
す
る
。
真
庭

で
此
等

の
人

々
ぱ
此
財
産
を
直

ち
に
市
場
に
資
却
し

又
は
之
を
憺
保

こ
し
借
入
を
寫
す
こ
ご
に
依

っ
て
納
税
す
る
こ
と
も
出
凍

る
。
が
彼
等
が
之
を
希
望

せ
ざ
る
だ
げ

で
は
、
租
穐
の
年
賦
彿
を
許
す
こ
と
に
な

る
。
其
場
合
に
は
其
財
産
は
之
を
國
[家

の
或
種
の
管
理

の
下
に
置
き
、

其
に
謝
し
義
務
者
が
利
子
を
佛
ふ
こ
と
に
な
り
.
且
つ
義
務
者

の
選
澤
に
よ
り
何
等
で
も
即
時
捕
を
駕
す

こ
と
を

許
さ
る
る
こ
と
ε
な
る
。省

ほ
此
櫨

の
跡

座
を
銀
行
搬
保
こ
し
て
借
入
れ
を
駕
す
こ
こ
に
就
き
て
は
、
ア
ー
ノ
ル
ド
.

の
注

意
『
る
如

《
、
国
家
に
於
て
之

に
つ
き
銀
行
が
特
別
の
便
宜
を
計
惹
や
う
に
特
別
の
指
圖

を
爲
し
、
其
が
爲

め
銀
行
の
損
失
し
た
る
場
合
、
政
府
よ
り
補
償
†
み
こ
と
ζ
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
そ
し
で
斯
く
て
蟹
行
よ
り
借
入
れ

【

21)Arnold,1.c.p.160-161.
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'

,

,

匪

を

得

し

れ

る
箇

人

は

現

金

を

銀

行

よ

り
引

出

す

の

で

は

な

く

、

戦

争

債

共

催

の

脊

償

證

券

を

縁

れ

ば

可

で

あ

り

、
.

銀

行

が
之

に

慮

す

る

に

於

て

左

ま

で

困

難

を

戚

じ

な

い
。

そ

れ

か

ら

し

て

真

際

用

ゐ

ら

れ

た

る

も

の

が

國

債

で

あ

る

な

ら

ば

、

政

府

は

之

を

受

取

る

ε

同

時

に

消

却

す

る

こ

ε

と

な

る

の

は

勿

論

の

こ

ε

で

あ

る

。

〔註

五
)

ア
ー
ノ
ル
ド
が
離
々
説
明
し

て
曰
く

、
圃
庫

が

一
定

の
證
券
々
取

っ
た
場
合

に
、
政
府

が
直
ち

に
之
存
壷
卸
し
な

い
で
、
徐
々
に
戦
争
債

.

の
所
有
者
ピ
任
意

且
つ
同
意
さ
れ
た

ろ
條
件
の
下
ド
交
換

下
る
。
真
際
、
慣
格

障
於
け
み
少
許
の
利
器
が
戦
争
債
の
持
主
F
、
之
に
慮
で

る
誘
惑

為
興

ふ
ろ
で
あ
ら
う
。
特

に
人
々
が
之
な
選

む
の
は
、
研
級
証
券

(国
債
)
の
利
率
11
漸

次
・
借
換
尊
に
依

っ
て
下

ろ
の
F
-

一
定

の
利
率

々
有
し

吻

且
つ
借
換
丸
ら
れ

ざ
ろ
夏
春
澄
赤
11

、
職
争
債

よ
り
.も
永
久
的
の
持
物

こ
し
て

一
暦
良

い
も
の
で
あ
ろ
か
ら
ぎ
o

ラ三

共

結

果

(

)

A
国
家
の
側
に
於
て
一

は
國
債

の
減
少
又
は
其
負
擁
減
少

こ
い
ふ
こ
ご
が
生
魚
る
。
帥

ち
納
枇
義
務
者
が
現

　モ

し

金

で
納

め
た
場
合

に
は
、
政
府

は
之

に
て
國
債

を
消
却

し
之
を
減
少

せ
し
め

る
こ
ピ
ご
な

る
。
戦
争
債

其
他

の
国

債
で
納
め
麁

食

も

同
墜

を
消
却
す
る
窪

ご
な
㌦

其
他
の
財
産
に
て
納
め
蕩

食

も
憾

が
て
之

を
費
卸
し
て
得
穴
る
金
に
て
國
債
を
消
却
し
、
叉
は
之
を
國
債

ご
交
換
す
る
こ
ご
に
依

っ
て
國
債
の
溝
却
を
行
ふ

こ
ご
に
な
る
。
而
し
て
夫

の
財
産
を
保
持
す
る
場
合
に
は
、
國
債
は
減
少
し
な
い
が
、
其
財
産
よ
り
生
魚
る
所
得

餐

に
相
挙

る
国
債
利
子
を
馨

出
し
て
馨

る
こ
薩

な
恥

年
賦
支
署

許
さ
れ
た
る
場
合
に
も
・
相
當

利
子
が
義
務
者

よ
り
支
彿

は
れ

て
、
之

に
當
.な
る
こ

ご
に
な
.る
。

ヒ

ノB
人
民

の
側

に
於

て

、

く
ジい

有
利
な
る
結
果
一

と
し
て
は
此
税
の
爲
め
に
大
禮
、
大
し
て
財
産
債
格

の
下
落
を
生
す

る
は
な
い
。
卸

(
論

説

資
本
税
の
課
徴
方
鞍

第
八
巻

(第
六
號

九
)

七
二
士
.

22).
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Amold,1.ρ.P.

L乱wren⊂e,1.c.
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,

論

説

資
本
税
の
課
徴
方
法

「

第
八
巻

(第
六
號

[
O
V

七
二
八

ち
政

府
が
国
債
以
外

の
財
産

を
取

つ
六

に
し

て
も
、
之

を
急

に
は
萱
出

さ
な

い
で
、
適
宜

蟄
劃

す
る
か

ら
、

一
時

に
費
物
が
出

て
大

下
落

す
る
ε

い
ふ
程

の
こ

ヒ
は

な

い
(識
{ハ
)。
国
債
其

も

の
を
取
り
、
政
府

に

て
直

ち
に
之

を
消

却

す

る
だ
け

で
は

、
爾
来
償

還

に
旙

す

る
国
債

の
需

要
を
高

め
て
其
市
贋

を
⊥
ぐ

る
こ
ε
ビ

な
る
こ
も

、
下
げ

る

こ

ご
に
は
な
ら

陰
。
叉
政
府

が
現
.金
に

て
挽
を
取

り

、
之

に
て
国
債
を
消
却

す

る
ご
き

に
は
、
右

と
同
様

に
未
償

還

の
國
【債

の
値

を
高
む

る
の
み
な
ら
す

、
從

來

の
国

債
所
有
者

で
あ

っ
て
此
際

償
還
を
得

投
も

の
が
、
其
得

た

る

金

に
て
他

の
證
券
叉

は
其
他

の
財
産

を
買

は
う

ε
い

ふ
こ

ε
と
な

る
だ
け

で
は
、
此
等

の
国
債

以
外

の
財
産

の
償

を
上
℃

る
こ
ε
に
さ

へ
も
な

る
。

(註
武
)

・、、
ッ
チ
ェ
ル
は
跳
税
の
矯
め
に
職
事
債
以
外
の
證
券
の
下
落
々
生
ず
べ
し
ピ
い
ふ
が
、
.斯
く
し
て
政
府
が
戦
争
債
以
外
の
證
券
な
も
税
ご

.

.し
て
取
硝
、
そ
し
て
具
な
多
少
永
く
抑
『2
て
居
る
以
」
は
、
大
し
た
下
落
心
土
ぜ
な
い
で
あ
ら
う
ぜ
思
は
ゐ
ゐ
。

うろ
不
利

な
る
結
果.

(

ノ

ラー
贋
幣
下
落
一

償
格

に
つ
き
て
は
、
右

の
如
く
大
艦
不
利
に
は
な
3
ぬ
や
う
で
あ
る
が
湘
義
務
者
が
夫

「

く

の
第
三
種
財
産
し
か
有
だ
ぬ
場
合
に
は
、
之
に
…濁
し
て
租
税
の
年
賦
支
辨
が
許
さ
る
る
ご
は
い
へ
、
並

に
銀
行
信

用
を
利
用
す
る
飴
地
あ
り
ご
は
.い
へ
、
其
も
義
務
者
に
於
て
段
々
ε
面
倒
に
な
り
叉
は
苦

し
く
喉
っ
て
、
む
し
ろ

財
産
を
費
卸
す
る
こ
&
ご
な
る
で
も
あ
ら
う
し
、
或
は
初
め
よ
り
直
ち
に
其
財
産
を
費
卸
し
て
納
税
す
る
か
も
知

ら
な
い
。斯
く
し
し
て
其
萱
却
が
多
少

一
時
に
な
る
だ
け
で
は
、
矢
張
り
多
少
財
産
儂
格

の
下
落

こ
な
る
か
も
類
わ

な
い
。
加
之
、
北
枕

の
徴
牧
の
爲
め
に
通
貨
緊
縮
を
土
室
る
だ
け
で
は
、

】
般
に
諸
…財
産
一の
債
格
を
下
ら
し
め
、・

金
利
騰
貴
を
生
す
る
だ
け
で
は
、
.有
償
證
券
贋
幣
を
下
ら
し
む
る
こ
ご
も
あ
り
得
る
。
尤
も
此
終

の
二
の
も

の
ば

25>Pigou,】.c・P.150.Arnold,1.

26)Mitchell,1.c.p.2ア5,

c.P.163.
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有
利

な
り

ε
見

ら
る
る
黙

も
あ

る
か
ら
、
此

に
不

利

な

る
結
果

の
中
に
藪

ふ

る
は
或

は
當

ら
な

い
。

ラ2
管
業
困
難
-

其
れ
か
ら
轡
業
者
に
ご
り
て
は
、
北
枕
が
行
は
れ

て
彼
等
が
第
三
種
財
産
し
か
育
た
ぬ

く

場
合
に
、
年
賦
支
彿
や
銀
行
信
用
利
用

や
は
出
来
て
も
、
共
結
果
矢
張
り
彼
等
の
管
業
上
必
要

と
す
る
信
用
を
得

恥
.

る
の
に
不
利

ご
な

る
の
で
、
之

を
嫌

ふ
ε
い
ふ
こ

と
が
あ

り
、
.旁

々
其
管

楽
財
産

を
萱
卸

す

る
こ
ε

に
も

な
る
が

假
令
右

を
利
用
す

る
癒
し

て
も

、
其

間

、
彼

等

の
鞍

業
困
難

こ
い
ふ
こ
ご
を
免
れ
な

い
。

結

論

}

以
上
、
本
挽
の
蟹
行
方
法
は
大
艦
に
於
て
見
當
が
つ
い
て
居

る
。
併
し
未
だ
纒
駿
も
な
き
こ
ご
故
、
倦

て
貴
行

に
取
懸

っ
て
見
る
ε
、
思

ひ
も
寄
ら
ぬ
諸
多

の
困
難
が
生
じ
や
う
し
、
今
日
之
を
概
見
七
六
る
だ
け
で
も
、
其
結

果
が
満
足
ご
は
い
へ
な
い
。
若
干
の
困
難
,
又
不
利
が
あ
る
。
其
位

の
こ
ご
は
此
戦
後
の
大
公
債
整
理
ε
い
ふ
ご

謝

ご
を
行

ふ
に
就
き
、
如

何

な
る
方

法
に
出

て
も
}免
れ

な

い
か
ら

一
辛
棒

す

る
外

な
し

域
い

へ
ば
其
迄

で
あ

る
が
、

兎
も
角
之

に

つ
き

一
考
は

し
て
見

鉱
く

て
な
ら
な

い
。

■

諦

観

資
本
税
の
課
徴
方
法

無
罪八
出面
.
(翻刻
占ハ
踊
伽

一
一
)

七

二
九

27)Arnold ,Lcp.161.

28)Lawrence
,1、c.P.8L
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